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【主な社外での活動】

内閣官房 新しい資本主義実現会議 三位一体労働市場改革分科会

電機・電子・情報通信産業経営者連盟

文部科学省 学校教育情報化推進専門家会議

経済産業省・文部科学省 デジタル人材育成推進協議会

日本経済団体連合会 教育・大学改革推進委員会企画部会

日本能率協会 人事･教育部門評議員会

取締役執行役員SEVP CHRO

総務人事本部 人事部 担当部長 (組織・人事担当)

営業）ビジネスマネジメント本部
セールス＆マーケティング人事部長

理事
グローバルコーポレート部門 総務・人事本部長

執行役員常務 総務・人事本部長

執行役員EVP CHRO

執行役員SEVP CHRO
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ジョブ型人材マネジメントへの転換

全ての社員が
魅力的な仕事に挑戦

多様･多才な人材が
グローバルに協働

全ての社員が
常に学び成長し続ける

ありたい姿実現に向けて

これらを実現するため、

な人事基盤を構築

グローバル・グループワイド

人材マネジメントの

フルモデルチェンジ

Learning
& GrowthCollaborationChallenge

人ベース 職責(ジョブ)ベース

評価･報酬

報酬制度の見直し 新評価制度Connect

会社主導 自律的な学び･キャリア形成

行動変容

階層別研修の廃止･OnDemand型教育の導入 1on1

ポスティング キャリアオーナーシップリスキリング

適材適所 適所適材
統制的配分 各部門への権限移譲

組織設計･人材獲得

キャリア採用強化 ポスティング



グローバル共通のジョブ型人材マネジメント

～適所適材～
従来の日本型人材マネジメント

～適材適所～

事業戦略に基づいた組織・ポジションデザインへの見直し

戦略・ビジョン

戦略を実現するための
組織設計

現有人材

戦略を実現するための人材

戦略・ビジョン

現有人材に基づく組織のパフォーマンス

現有人材

GAP

GAP

現有人材に基づく組織設計

事業戦略に基づいて組織をデザインし適材をアサイン
年功的人事から脱却し、グローバル標準のジョブ型人材マネジメントへ
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責任権限・人材要件の明確化
（Role Profile / Job Descriptionの導入）

Role Profile
ｿﾘｭｰｼｮﾝｻｰﾋﾞｽ職

ITｱｰｷLv15

○○本部A統括部 ○○本部B統括部C部

△△本部C統括部 △△本部D統括部

複数本部共通で使用

ジョブの基盤を整える

■ Function × Lvで大括りしたProfile
■ 全従業員がRole Profileにマッピング

活用に向けた具体化

■ 各ポジション毎の顧客情報や製品等の詳細情報を追加
    ■ 組織特性や使用用途に応じて必要なポジション分を作成

Step1：Role Profileの導入 Step2：Role Profileを基にJob Description作成

各ポジション
毎の要件を
加筆修正

Role Profileを基に各ポジションの要件を具体化したJob Descriptionを以下観点へ活用する

ポジション
マネジメント

ポスティング
採用

ポストオフ 評価 キャリア形成 報酬
(中長期的に検討)

※Lv15～Lv12が幹部社員、Lv11～Lv7が一般社員。
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FY26以降 ジョブ型新卒採用の考え方

• コンサルティングやビジネスアプリケーション、またAIやコンピューティングなどをはじめとする最先端のテ
クノロジー開発に資する人材を中心に獲得。

• 様々な研究領域で高い専門性を有する博士人材についても、当社が展開する幅広いビジネス領域において即戦
力人材として獲得を一層強化。

獲得を強化していく人材像

ジョブ型人材マネジメントの浸透に伴い、新卒採用活動においても適所適
材を実現するため、新卒採用・キャリア採用の区分にこだわらず、必要な
職務を担う人材を計画数を定めずに通年でフレキシブルに採用する

• 入社前に数か月程度の実践的な業務に挑戦できる有償インターンシップを幅広く実施
• スキルを身に付け、入社後の働く姿をイメージできる機会を大幅に増加
• 他社インターンシップ経験や起業などの実ビジネス経験、研究活動による高度な専門性なども加味

即戦力性の高い人材として採用し、入社後早い段階から成長意欲が高い若手人材が魅力を感じ
るような高いレベルの仕事を担い、その仕事に応じた処遇を実現していく

FY26以降の新卒採用における変革 有償インターンシップ
夏・冬・春計 約420名予定

プレスリリース（2025年3月7日）
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有償インターンシップの実施状況

参加学生の100％が、本インターンシップの満足度について、「満足」または
「どちらかと言えば満足」と回答

満足

78%

どちらかと言えば満足

22%

インターンシップの
満足度

社員の方のプロとしての姿勢に触れることで、仕事に
対する意識が大きく変化しました。またスキル面でも、
自分の学んだ専門知識を業務レベルでどのように扱うかを
学ぶことができました。

課題に対して、技術面だけでなくその背景やユーザーの
目線で考える考え方を学ぶことができ、成長できたと
感じています。

自分の専門性をどうすれば業務に活かすことができるのかを
考えるきっかけになりました。
また、実際のサービスを知ることで、システムを身近に
感じることができ、仕事をする際の想像ができました。

社員の方と長期間コミュニケーションをとりながら業務が
できる経験は、普段の大学生活では得られない充実したもの
でした。後輩にもこのインターンをお勧めしたいです。

© 2025 Fujitsu Limited7



採用（博士号取得者）の募集要項の例
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①ジョブディスクリプションの提示内容

先端領域の極めて高度な専
門性やグローバルプレゼン
スを必要とするポジション
に、博士号を要件として設
定

ジョブに応じた処遇
での採用

職務内容と期待、求
めるキャリアやスキ

ルの明示

新卒・キャリア採用
に加え、社内ポス
ティングでも活用



共同研究を起点とした人材育成

人材育成

双方の研究員が近い場所でお互いに刺激を
与えあうことで、学生を含めた人材育成に
つなげる

異分野融合による社会課題の解決

様々な先生・学生との連携により、複数の技
術領域を融合した形で複雑化した社会課題に
対応していく

共同研究の効率化・加速化

先生・学生との共同作業や情報共有を迅速
に行える環境をつくり、共同研究を効率的
に実施、成果創出に向けた連携を加速化す
る

© 2025 Fujitsu Limited

富士通スモールリサーチラボ
“これからのテクノロジーを、大学ともっと一緒に”

富士通の研究員が国内外の大学に常駐・長期滞在し、様々
な分野の先生・学生と産学連携を行う「富士通スモールリ
サーチラボ」を国内外で展開している

2025年3月現在、国内13、海外4の大学に設置している
9



「卓越社会人博士制度」とは

研究で協力

・正社員で雇用
・基本給や賞与等の支給
・社員と同じ教育環境

・博士課程に進学
・AIや量子など、

先端技術を研究

卓越社会人博士制度

富士通 大 学

学 生

2021年九州大学で実現・日本初
その後、東京大学・東京科学大学・大阪大学などへ展開

日本の将来を背負って立つ

優秀な人材を継続的に輩出

大学と企業が一体となった

人材育成富士通と大学が手を組み、修士課程の学生が
博士課程へ進むと同時に富士通社員となり

大学での研究と富士通での業務としての研究に
同時に取り組む仕組み
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大学と企業人事の共創教育（北海道大学×富士通人事）

高度な専門性を持つ大学院生が、

（企業に入ってからではなく）在学中から産業界で

活躍するために必要な力を身につけるための取り組み

キャリア

社会理解

能力開発

未来構想

社会で活躍
するための
基盤構築

ジェネリックスキル特別演習Ⅲ

「キャリアオーナーシップと自己能力開発」（通年）

授業構成要素と
授業後のイメージ

FUJITSU-PUBLIC

越境体験

ロール
モデル対話

事業所
見学

自己分析
相互学習

ワーク
ショップ

異分野交流

博士人材の持ち味
（高い専門性・熱中力等）

競争社会で生き抜く力

多様な研究領域を持つ企業研究所の人材育成に携わる

企業人事の実務家が授業設計の段階から参画し、

通年を通して講師も担当

博士人材のキャリアを自ら切り拓く力の強化

北海道大学 富士通

札幌市 北海道（予定）
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授業
（大学院共通科目）（通年）
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招聘研究員制度（博士インターンシップ）

博士長期有償インターン積極的な受入れ、戦力として活躍。優秀な学生の採用へ

招聘研究員制度

国内インターンシップ 海外インターンシップチャネル

九大マス・フォア・インダストリ研究所

5名

日本発、数学博士長期インターンシップ
開始2006年より受入れ多数

入社実績

日本数学界・応用数理学会 (2022年～)

経団連への提案を富士通で活用

この取り組みで受け入れた
インターン生（東大）が
卓越社会人博士で入社 2名

入社実績

1

2

ヴルカヌス・イン・ジャパンプログラム

個別有償インターンシップ

1

2

修士・博士対象

修士・博士対象

経済産業省と欧州委員会（EU）からの資金
にて運営されている公的機関である、日欧
産業協力センター主催の、欧州理工系大学
生・大学院生対象の日本企業でのインター
ンシップ参加プログラム

富士通研究所独自施策であり、国内有償イン
ターンシップの海外版。主に職場からの受入
れ要請があった際に活用するスキームで、
インターン生を有期契約社員として雇用する
形で受け入れる

例：Ecole Polytechnique、・・・

1名

入社実績

単なる有償インターンではなく、学生にも研究者としての自負を
もって企業の研究に長期間・本格的に取り組んでいただく
（優秀な学生を企業として迎え入れ、研究に参加してもらう取り組み）

学生と有期契約社員としての雇用契約を締結

1名

入社実績
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1998年～

学費の補助
（試験料・入学金・

授業料等の全額補助）

組織の研究力向上に
活きる高度な
専門性の獲得

博士号取得支援制度

富士通 大 学

研究員

これまで約27年間での制度利用者

富士通に在籍しながら
博士課程で研究する
社員を支援する
博士号取得支援制度開始

[ 2025年4月現在 ]

189名

研究員を大学院博士課程へ派遣して
博士号取得を通して専門性を高めるとともに

グローバルな研究者としての
自律的なキャリア形成を支援する仕組み

「博士号取得支援制度」とは

リレーションの形成・強化

毎年７名程を大学へ派遣（選抜制）
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(参考) 公開ホームぺージやSNSでのロールモデルの
情報発信

研究員の夢
(Researcher’s Dream)

女性博士研究員の1日密着動画

富士通株式会社のホームページ内に
「研究者の夢（Researcher’s Dream）」を開設
数多くのロールモデルの紹介を継続的に実施する
ことを通して、求められる能力や多様なキャリア

パスについて発信

https://www.fujitsu.com/jp/about/resea
rch/article/dream/

ビズリーチが運営するYouTubeチャネル「しごと
リーチ！」で、 富士通株式会社 富士通研究所 コン

バージングテクノロジー研究所 松木萌
（女性博士研究員）の1日密着動画を発信

https://www.youtube.com/watch?v=zAS
8LRYx1ho
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https://www.fujitsu.com/jp/about/research/article/dream/
https://www.fujitsu.com/jp/about/research/article/dream/
https://www.youtube.com/watch?v=zAS8LRYx1ho
https://www.youtube.com/watch?v=zAS8LRYx1ho


Thank you
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研究や採用ではなく人材育成を主目的とした大学と企業人事による組織間の産学連携

2024年度2023年度 2025年度

キャリアセミナー
（全4回）

授業（大学院共通科目）
（通年）

文系博士サイトビジット

キャリアセミナー（単発）

北海道大学

富士通

・文系・理系の多才な博士人材が活躍
・自らキャリアを切り拓くキャリアオーナー
シップ教育を全社員に展開

・先進的な大学院改革への取り組み
・全大学院生対象の専門性を社会で活かす
実践的な力を養う教養深化プログラム

社会で活躍するための基盤を構築・強化するために、大学と企業人事の知見を融合し、多様な専門性を持つ大学院生
に向けたキャリア教育等を段階的に実施。2025年度に大学院共通科目として授業を開講予定（全大学院生対象）

思考・行動の
選択肢拡大

新しい視点・
気づき

目標設定と
行動促進

価値・イノベー
ション創出

キャリアの
多様化・進展

キャリア
オーナーシップ醸成

好評につき
シリーズ化

＜学生の声＞
就職した後のキャリア

チェンジを含めて話を聞
けて非常に参考になった。

どんな環境でも、自
分自身でキャリアを
拓ける能力があれば
大丈夫だと思った。

インタラクティブなセ
ミナーなので、自分の
疑問や考えを相談でき

て参考になった。

大学と企業人事の共創教育（北海道大学×富士通人事）

© 2025 Fujitsu Limited
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1. 事業戦略に基づいた組織、ポ
ジションのデザインへの見直し

2. 責任権限・人材要件の明確化
(Role Profile/ Job Description)

1. 人材育成方針の見直し
（On demand型教育の導
入）

2. 1on1ミーティングの推進

ジョブ型人材マネジメントへのフルモデルチェンジ

事業戦略に基づいた
組織デザイン

1. 職責ベースの報酬体系

2. 高度専門職系人材処遇制度

3. 評価制度見直し

チャレンジを後押しする
ジョブ型報酬制度

1. 人員計画の見直し

2. ポストオフやダウングレードの実施

3. ポスティングの大幅拡大

事業部門起点の人材
リソースマネジメント

自律的な
学び/成長の支援
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